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ａ 軌道長半径。軌道長半径を参照。 

 

Ａ－５０ エアロジン５０。液体燃料の一つ。ヒドラジン系の混合液体。 

 

ＡＤＥＯＳ－II 環境観測技術衛星。Ａｄｖａｎｃｅｄ Ｅａｒｔｈ Ｏｂｓｅｒｖｉｎｇ  

 Ｓａｔｅｌｌｉｔｅ－IIの略。 

２００２年１２月１４日にＨ－IIＡロケット４号機で打上げられた地球観測衛星。 

世界各地での異常気象の多発、オゾンホールの拡大等、地球スケールでの環境変化の実態

把握、原因究明のために、１９９６年に打上げられた地球観測プラットフォーム技術衛星

（ＡＤＥＯＳ）の観測ミッションを継承する。水に関する様々な物理量を昼夜の別なく観

測する高性能マイクロ波放射計(ＡＭＳＲ)、海域、陸域、雲等広範囲の観測対象を高精度

で観測するグローバルイメージャ(ＧＬＩ)の２つを中心として、改良型大気周縁赤外分光

計―II(ＩＬＡＳ－II)、海上風観測装置(Ｓｅａｗｉｎｄｓ)、地表反射光観測装置(ＰＯＬ

ＤＥＲ)、データ収集システム(ＤＣＳ)の各センサにより水・エネルギー循環、炭素循環に

必要なデータを取得し、グローバルな環境変動のメカニズムの把握等世界的な気候変動研

究に貢献することが期待されていたが、２００３年１０月３１日に運用停止。 

 

ＡＧＥ 地上支援装置。Ａｅｒｏｓｐａｃｅ Ｇｒｏｕｎｄ Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔの略。 

 発射整備作業および打上げ作業に必要な電気的または機械的地上装置の総称。 

 

ＡＬＯＳ 陸域観測技術衛星。Ａｄｖａｎｃｅｄ Ｌａｎｄ Ｏｂｓｅｒｖｉｎｇ 

Ｓａｔｅｌｌｉｔｅの略。地球資源衛星１号(ＪＥＲＳ－１)および地球観測プラットフォー

ム技術衛星(ＡＤＥＯＳ)による陸域観測技術を更に高度化し、地図作成（１／２５,０００）、

地域観測、災害状況把握、資源探査等への貢献を図ることを目的としている。高精度で標高

抽出を行うためのパンクロマチック立体視センサ(ＰＲＩＳＭ)、及び土地被覆の観測を高精

度に行うための高性能可視近赤外放射計2型(ＡＶＮＩＲ－２)、並びに昼夜の別なくまた天候

によらず陸域の観測が可能なフェーズドアレイ方式Ｌバンド合成開口レーダ 

(ＰＡＬＳＡＲ)の３つの地球観測センサを搭載し、高分解能の陸域観測に威力を発揮する

ことが期待されている。種子島宇宙センターからＨ－IIＡロケットにより打上げられる予

定。 

 

ＢＨ（Ｂ／Ｈ） 大型ロケット発射管制棟。Ｂｌｏｃｋ Ｈｏｕｓｅの略。 

 大型ロケット発射管制棟を参照。 

 

ＣＣＤ 固体撮像素子。Ｃｈａｒｇｅｄ Ｃｏｕｐｌｅｄ Ｄｅｖｉｃｅの略。 

 

ＣＣＳＤＳ  宇宙データシステム諮問委員会。 

 Ｃｏｎｓｕｌｔｉｖｅ Ｃｏｍｍｉｔｔｅｅ ｆｏｒ Ｓｐａｃｅ Ｄａｔａ 

 Ｓｙｓｔｅｍｓの略。機関間での宇宙機の相互運用を実現するに必要なデータシステムの国

際標準の勧告を行う。 

 

ＣＦＲＰ 炭素繊維強化プラスチック。 

 Ｃａｒｂｏｎ Ｆｉｂｅｒ Ｒｅｉｎｆｏｒｃｅｄ Ｐｌａｓｔｉｃの略。 

 

ＣＬＡ 振動荷重解析。Ｃｏｕｐｌｅｄ Ｌｏａｄ Ａｎａｌｙｓｉｓの略。 

 打上げ時の加速度、分離あるいは振動等による荷重を衛星に試験的に付加して構造的な 

 解析を行うこと。 
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ＣＮＥＳ           フランス国立宇宙研究センター。 

Ｃｅｎｔｅｒ Ｎａｔｉｏｎａｌ ｄ‘Ｅｔｕｄｅｓ Ｓｐａｔｉａｌｅｓの略。 

  

ＤＡＵ データ収集装置。Ｄａｔａ Ａｑｕｉｓｉｔｉｏｎ Ｕｎｉｔの略。 

 アビオニクス装置の構成品。 

 

ＤＲＴＳ データ中継技術衛星。Ｄａｔａ Ｒｅｌａｙ Ｔｅｓｔ Ｓａｔｅｌｌｉｔｅの略。 

 今後の宇宙機からの高度な運用要求に対応するため、既存衛星のデータ中継機能、性能の

向上とデータ中継範囲の拡大を図るための軌道上実証実験を行うことを目的として開発さ

れた衛星。 地上局のみで中低高度の宇宙機と直接通信するためには数多くの地上局が必要

となるが、静止軌道上に配置されたＤＲＴＳを用いると、通信対象宇宙機の飛行領域の約

６０％を中継範囲に収めることが可能となる。２００２年９月１０日にＨ－IIＡロケット

３号機で打上げられ、２００３年１月９日より定常運用フェーズへ移行し、現在運用中。 

 

ＥＡＣ 電動式アクチュエータ制御装置。Ｅｌｅｃｔｒｉｃ Ａｃｔｕａｔｏｒ 

 Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒの略。 

 

ＥＣＢ 動力棟。Ｅｎｅｒｇｙ Ｃｅｎｔｅｒ Ｂｕｉｌｄｉｎｇの略。 

 

ＥＣＢ エンジンコントロールボックス、ＬＥ－５Ｂエンジンの制御を行う装置。 

 Ｅｎｇｉｎｅ Ｃｏｎｔｒｏｌ Ｂｏｘの略。 

 

ＥＯＲＣ  宇宙航空研究開発機構地球観測利用研究センター。 

                Ｅａｒｔｈ Ｏｂｓｅｒｖａｔｉｏｎ Ｒｅｓｅａｒｔｈ Ｃｅｎｔｅｒの略。 

 

Ｅ－ＰＫＧ 通称イーパッケージ。制御電子パッケージ。Ｅｌｅｃｔｒｉｃ Ｐａｃｋａｇｅの略。 

 

ＥＴＳ 技術試験衛星。Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ Ｔｅｓｔ Ｓａｔｅｌｌｉｔｅの略。 

２００１年時点で、７機打上げられた。通信、放送、センサ等の分野で先端の研究実験を

行うために開発、打上げられた衛星。 

 

ＥＳＢ エンジンシーケンスボックス、 ＬＥ－７Ａエンジンの制御を行う装置。 

 Ｅｎｇｉｎｅ Ｓｅｑｕｅｎｃｅ Ｂｏｘの略。 

 

ＦｅｄＳａｔ オーストラリアが連邦制１００周年イベントの一つとして打上げた同国製作としては初の

衛星。Ｆｅｄｅｒａｔｉｏｎ Ｓａｔｅｌｌｉｔｅの略。 

２００２年１２月１４日にＨ－IIＡロケット４号機にて、ピギーバックペイロード（副小

型衛星）として、ＡＤＥＯＳ－Ⅱ打上げ時に生じる余剰能力を利用して打上げられた。オ

ーストラリア連邦衛星システム共同研究センターが技術実証を目的として製造した約５０

ｋｇ、５８ｃｍ立方体の衛星。衛星にＧＰＳ受信機を搭載して軌道を決定する試験や、搭

載コンピュータの実証試験などを行う。 

 

ＧＣＣ 誘導制御計算機。Ｇｕｉｄａｎｃｅ Ｃｏｎｔｒｏｌ Ｃｏｍｐｕｔｅｒの略。 

第１段にＧＣＣ１、第２段にＧＣＣ２があり、目標軌道とのずれから機体制御量を計算す

るのがＧＣＣ２、ＧＣＣ１はＧＣＣ２の情報に、１段特有の情報を加味して機体の制御量

を計算する。 

 

ＧＨ２ 水素ガス。Ｇａｓｅｏｕｓ Ｈｙｄｒｏｇｅｎの略。 



 3

ＧＨｅ ヘリウムガス。Ｇａｓｅｏｕｓ Ｈｅｌｉｕｍの略。 

 

ＧＭＳ 静止気象衛星。愛称”ひまわり”で呼ばれ、地球の大気、地面、海面の状態を観測する。

Ｇｅｏｓｔａｔｉｏｎａｒｙ Ｍｅｔｅｏｒｏｌｏｇｉｃａｌ  

 Ｓａｔｅｌｌｉｔｅの略。 

 

ＧＮ２ 窒素ガス。Ｇａｓｅｏｕｓ Ｎｉｔｒｏｇｅｎの略。 

 

ＧＯＸ 酸素ガス。Ｇａｓｅｏｕｓ Ｏｘｙｇｅｎの略。 

 

ＧＳＦＣ 米国ゴダード宇宙飛行センター。 

 Ｇｏｄｄａｒｄ Ｓｐａｃｅ Ｆｌｉｇｈｔ Ｃｅｎｔｅｒの略。 

 

ＧＳＥ 地上支援装置。Ｇｒｏｕｎｄ Ｓｕｐｐｏｒｔ Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔの略。 

 衛星系の発射整備作業および打上げ作業に必要な電気的または機械的地上装置の総称。 

 

ＧＴＯ 静止トランスファー軌道。Ｇｅｏｓｔａｔｉｏｎａｒｙ Ｔｒａｎｓｆｅｒ Ｏｒｂｉｔ

の略。トランスファー軌道を参照。 

 

ＧＴＶ 地上試験機。Ｇｒｏｕｎｄ Ｔｅｓｔ Ｖｅｈｉｃｌｅの略。 

 

ｈ 高度。ｈｅｉｇｈｔの頭文字。 

 

Ｈ－Ｉロケット Ｎ－Ｉ、Ｎ－IIの開発で得られた成果をもとに開発。第１段はＮ－IIと同様、第２段エン

ジンは液酸液水で再着火機能を有するＬＥ－５エンジンを自主開発した。 

 １９８６年に２段式を、１９８７年に３験機を打上げ、合計で９回打上げられた。 

 

Ｈ－IIＡロケット ２１世紀における人工衛星の打上げ・宇宙ステーションへの補給等の多様な輸送需要に対

し、高い信頼性を確保しつつ低コストで対応するという要請に応えるために、Ｈ－IIロケ

ットの開発技術成果をもとに開発されたロケット。宇宙航空研究開発機構は、Ｈ－IIＡロ

ケットの開発に５年半の歳月をかけ、試験機１号機（２００１年８月２９日打上げ）およ

び試験機２号機（２００２年２月４日打上げ）と２回の試験飛行に成功した。３号機から

は、本格的な衛星を打上げる実用の段階に入る。 

 

Ｈ－IIＡロケット機体名称 Ｈ－IIＡロケットの構成を示す。例えば、Ｈ２Ａ２０２０（標準型）。 

 Ｈ２Ａａｂｃｄ・・・ ａ：１段式／２段式 

  ｂ：液体ロケットブースタ（ＬＲＢ）の数 

  ｃ：固体ロケットブースタ（ＳＲＢ－Ａ）の数 

  ｄ：固体補助ロケット（ＳＳＢ）の数 

 

Ｈ－IIＡロケット再点検 Ｈ－ⅡＡロケット６号機の打上げ失敗を受け、信頼性向上を最優先課題として、ロケット

全体にわたって実施された点検活動。 

 

Ｈ－IIＡロケット能力向上型 民間主導で進めている、Ｈ－IIＡ標準型と共通化を進めた大型ロケット。ＧＴＯへ８トン、

ＨＴＶ軌道へ１７トンの打上能力を目標としている。 

 

Ｈ－IIＡロケット標準型 我が国の基幹ロケットで、ＧＴＯへ４～５トンの打上げ能力を持つ。民間移管について、

製造責任を一元的に負うプライム制への移行を進めている。 
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Ｈ－IIロケット ＮＡＳＤＡが１０年の歳月をかけて開発した純国産大型ロケット。重量２トン級の静止衛

星打上げ能力をもつ、全段自主技術による２段式ロケットです。静止軌道以外にも、低・

中高度の各種軌道に打上げることができた。１トン程度の静止衛星なら、同時に２個打上

げることが可能で、経済的なロケット。第１段には、新たに開発した真空中で約１１０ト

ンの推力をもつＬＥ－７と呼ばれる大型で高性能な液体酸素・液体水素エンジンを、また

第２段には、Ｈ－Ｉロケットで開発した、再着火能力をもつＬＥ－５エンジンをさらに高

性能、高信頼化したＬＥ－５Ａエンジンを採用した。誘導システムは、Ｈ－Ｉ開発成果を

さらに発展させた慣性誘導方式を採用した。Ｈ－IIロケットは、１９９４年の初フライト

（試験機１号機）成功以来、これまでに７機の打上げを実施したが、１９９８年の５号機

の軌道投入失敗に続く、１９９９年の８号機打上げ失敗により、以後に予定していた打上

げを中止した。Ｈ－IIロケットの開発を通じて培われた技術は、今後、その改良型である

Ｈ－IIＡロケットの開発に活かされている。 

 

ｈａ 遠地点高度（アポジー高度とも言う）。ａｐｏｇｅｅ ｈｅｉｇｈｔの略。 

 

ＨＡＴＳ 高空燃焼試験スタンド。Ｈｉｇｈ Ａｌｔｉｔｕｄｅ Ｔｅｓｔ Ｓｔａｎｄの略。 

第２段エンジンは高空にて燃焼させるため、性能確認試験はその環境を地上に作り、実施

する必要があり、本設備が供される。 

 

ＨＤＦ 水素ガス処理場。Ｈｙｄｒｏｇｅｎ Ｄｉｓｐｏｓａｌ Ｆａｃｉｌｉｔｙの略。 

 使用済み、あるいは不要な水素を廃棄する設備。 

 

ＨＧＳ 高圧ガス貯蔵供給所。Ｈｉｇｈ Ｐｒｅｓｓｕｒｅ Ｇａｓ Ｓｔｏｒａｇｅの略。 

 

ＨＫ  衛星等の保守、状態監視。Ｈｏｕｓｅ Ｋｅｅｐｉｎｇの略。 

 

ＨＯＰＥ－Ｘ 宇宙往還技術試験機。Ｈ－II Ｏｒｂｉｔｉｎｇ Ｐｌａｎｅ 

 Ｅｘｐｅｒｉｍｅｎｔａｌの略。 

 再使用型宇宙輸送システムの実現に向けて研究開発を行っている試験機。 

 

ｈｐ 近地点高度。ｐｅｒｉｇｅｅ ｈｅｉｇｈｔの略。近地点は、地球を回る衛星の軌道上で

地球の質量中心から最も近い点のこと。 

 

ＨＴＰＢ 末端水酸基ポリブタジエン。Ｈｙｄｒｏｘｙｌ Ｔｅｒｍｉｎａｔｅｄ  

 Ｐｏｌｙｂｕｔａｄｉｅｎｅの略。 

 

ＨＴＶ Ｈ－II Ｔｒａｎｓｆｅｒ Ｖｅｈｉｃｌｅの略。 

宇宙ステーション（ＩＳＳ）補給機。ＩＳＳへの物資（水、実験装置等）補給を目的に開

発される。 

 

ｉ 軌道傾斜角。ｉｎｃｌｉｎａｔｉｏｎ ａｎｇｌｅの略。軌道傾斜角を参照。 

 

ＩＣＳ インタフェース管理仕様書。Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ Ｃｏｎｔｒｏｌ  

 Ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎの略。 

ＩＤＦ インタフェース分配装置。Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ Ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｉｏｎ 

 Ｆａｃｉｌｉｔｙの略。 

 

ＩＭＵ 慣性センサユニット。Ｉｎｅｒｔｉａｌ Ｍｅａｓｕｒｍｅｎｔ Ｕｎｉｔの略。 
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ＪＡＸＡ 宇宙航空研究開発機構。Ｊａｐａｎ Ａｅｒｏｓｐａｃｅ Ｅｘｐｌｏｒａｔｉｏｎ 

 Ａｇｅｎｃｙの略。 

               ２００３年１０月１日に宇宙開発事業団(ＮＡＳＤＡ)、宇宙科学研究所（ＩＳＡＳ）、航空

宇宙技術研究所（ＮＡＬ）の３機関が統合して発足。 

 

ＪＰＬ 米国ジェット推進研究所。Ｊｅｔ Ｐｒｏｐｕｌｓｉｏｎ Ｌａｂｏｒａｔｏｒｙの略。 

 

Ｊ－Ｉ ＮＡＳＤＡが宇宙科学研究所と協力して開発した３段式固体ロケット。 

全長約３３ｍ、直径約１．８ｍ。低軌道へ数百ｋｇから１ｔ程度の小型衛星打上げ需要に

応えるべく開発。 

 

ＬＡＭＵ 横加速度計測装置。 Ｌａｔｅｒａｌ Ａｃｃｅｌｅｒａｔｉｏｎ  

 Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ Ｕｎｉｔの略。  

 

ＬＢ 吉信支援機械棟。Ｌａｕｎｃｈ Ｂｕｉｌｄｉｎｇの略。 

 

ＬＣＤＲ  発射指揮者。Ｌａｕｎｃｈ Ｃｏｎｄｕｃｔｏｒの略。ロケット打上げ当日に行われる、

ロケット系の電気系、推進系の試験および打上げ作業を指揮、統括する。 

 

ＬＥ－３エンジン Ｎ－Ｉロケットの第２段用エンジン。エアロジン５０を燃料に、四酸化二窒素を酸化剤に

用いる液体エンジン。 

 

ＬＥ－５エンジン Ｈ－Ｉロケットの第２段用エンジン。液体水素を燃料に、液体酸素を酸化剤に用いる。 

 

ＬＥ－５Ａエンジン Ｈ－IIロケットの第２段用エンジン。液体水素を燃料に、液体酸素を酸化剤に用いる。 

 Ｈ－Ｉロケット第２段用に開発したＬＥ－５エンジンを改良したもの。 

 

ＬＥ－５Ｂエンジン Ｈ－IIＡロケットの第２段エンジン。ＬＥ－５Ａエンジン改良して、推力を約１３％向上

した。 

 

ＬＥ－７エンジン Ｈ－IIロケットの第１段用エンジン。日本が初めて開発した第１段用液体ロケットエンジ 

 ン（液酸液水エンジン）である。 

 

ＬＥ－７Ａエンジン Ｈ－IIＡロケットの第１段用エンジン。日本初の１段用エンジンであるＬＥ－７の性能を

基本的に継承し、構造を簡素化して信頼性の向上を図った。 

 

ＬＥＯ 低高度軌道。Ｌｏｗ Ｅａｒｔｈ Ｏｒｂｉｔの略。 

 

ＬＨ２ 液体水素。Ｌｉｑｕｉｄ Ｈｙｄｒｏｇｅｎの略。 

 

ＬＨＳ 液体水素貯蔵供給所。Ｌｉｑｕｉｄ Ｈｙｄｒｏｇｅｎ Ｓｔｏｒａｇｅの略。 

 

ＬＯＳ 液体酸素貯蔵供給所。Ｌｉｑｕｉｄ Ｏｘｙｇｅｎ Ｓｔｏｒａｇｅの略。 

 

ＬＯＸ 液体酸素。Ｌｉｑｕｉｄ Ｏｘｙｇｅｎの略。第１段および第２段エンジンの酸化剤に 

 使用する。 
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ＬＯＸポスト ＬＥ－７Ａエンジンの主燃焼室、プリバーナ燃焼室のような、同軸型噴射器が使用される 

 燃焼器設計において水素マニホールド内を貫通している燃焼器エレメントの酸素ライン部分。 

 

ＬＰ 射座。Ｌａｕｎｃｈ Ｐａｄの略。 

 

ＬＲＢ 液体ロケットブースタ。Ｌｉｑｕｉｄ Ｒｏｃｋｅｔ Ｂｏｏｓｔｅｒの略。 

 

Ｍ／Ｍ ミッションモディフィケーション。衛星側の都合により行われるロケット側あるいは地上 

 設備側の改修、新規開発等システム変更のこと。 

 

ＭＤＳ－１ 民生部品・コンポーネント実証衛星。Ｍｉｓｓｏｎ Ｄｅｍｏｎｓｔｒａｔｉｏｎ  

ｔｅｓｔ Ｓａｔｅｌｌｉｔｅ－１の略。低価格の民生部品が宇宙空間での使用に耐えら 

れるか、否かを実証する実験衛星。２００２年２月４日にＨ－IIＡロケット試験機２号機

にて打上げられ、２００３年２月２６日に定常段階を終了。その後、後期利用段階へ移行

したが、２００３年９月２７日に運用終了。 

 

ＭＥＣＯ 第１段主エンジン燃焼停止のこと。Ｍａｉｎ Ｅｎｇｉｎｅ Ｃｕｔ Ｏｆｆの略。 

 

ＭＥＩＧ 第１段主エンジン点火のこと。Ｍａｉｎ Ｅｎｇｉｎｅ Ｉｇｎｉｔｉｏｎの略。 

 

ＭＥＯ 中高度軌道。Ｍｅｄｉｕｍ Ｅａｒｔｈ Ｏｒｂｉｔの略。 

  

ＭＬ 移動発射台のこと。ロケットを載せた状態で大型ロケット組立棟から射点まで移動し、 

 そのまま打上台となる。Ｍｏｂｉｌｅ Ｌａｕｎｃｈ ｔａｂｌｅの略。 

 

ＭＴＣＳ 増田宇宙通信所。Ｍａｓｕｄａ Ｔｒａｃｋｉｎｇ ａｎｄ  

 Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ Ｓｔａｔｉｏｎの略。 

 衛星追跡および衛星へのコマンド送信を行う。 

 

ＭＴＳＡＴ－１Ｒ 運輸多目的衛星新１号機。Ｍｕｌｔｉ ｆｕｎｃｔｉｏｎａｌ Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ  

ＳＡＴｅｌｌｉｔｅ－１Ｒの略。静止軌道からの気象観測を行うとともに航空管制の通信

を中継する。 

 

Ｎ２Ｈ４ ヒドラジン。液体推進薬の一つ。有毒、可燃性の強力な液体。 

 

Ｎ－II Ｎ－Ｉロケットをベースにして、打上げ能力を向上させたロケット。第１段推進薬 

 タンクの延長、固体補助ロケットを３本から９本へ増加した。１９８１年２月に初 

 打上げ、本格的な衛星打上げロケットとして、計８機の衛星打上げに使われた。 

 

ＮＡＳＡ 米国航空宇宙局。Ｎａｔｉｏｎａｌ Ａｅｒｏｎａｕｔｉｃｓ ａｎｄ Ｓｐａｃｅ 

 Ａｄｍｉｎｉｓｔｒａｔｉｏｎの略。 

 

ＮＡＳＤＡ 宇宙開発事業団。Ｎａｔｉｏｎａｌ Ｓｐａｃｅ Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ 

 Ａｇｅｎｃｙ ｏｆ Ｊａｐａｎの略。 

 

ＮＤＴＦ 非破壊試験棟。Ｎｏｎ Ｄｅｓｔｒｕｃｔｉｖｅ Ｔｅｓｔ Ｆａｃｉｌｉｔｙの略。 

 非破壊試験棟を参照。 
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Ｎ－Ｉ 日本で初めての実用衛星打上げ用液体大型ロケット。第１段、第３段および固体補助ロケ

ットは米国のデルタロケットの技術を導入。第２段には日本で開発した。 

 ＬＥ－３液体ロケットエンジンを使用した。１９７５年に初号機の打上げから合計７機の

衛星を打上げた。 

 

ＮＴＯ 四酸化二窒素。Ｎｉｔｒｏｇｅｎ Ｔｅｔｒａ Ｏｘｉｄｅの略。 

 

ＰＡＦ 衛星搭載アダプタ。Ｐａｙｌｏａｄ Ａｔｔａｃｈ Ｆｉｔｔｉｎｇの略。 

 

ＰＣＤ ピッチ間直径。Ｐｉｔｃｈ Ｃｉｒｃｌｅ Ｄｉａｍｅｔｅｒの略。 

 

ＰＤＢ パワーディストリビューションボックス。Ｐｏｗｅｒ Ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｉｏｎ 

 Ｂｏｘの略。電池電力分配を行う。 

 

ＰＤＢＳ ＳＲＢ－Ａ用パワーディストリビューションボックス。 

 

ＰＩＦ ポリイソシアヌレートフォーム。タンク外面に塗布する断熱剤。 

 Ｐｏｌｙ Ｉｓｏ－ｃｙａｎｕｒａｔｅ Ｆｏｒｍの略。 

 

ＰＬＡ 衛星分離部。ＰａｙＬｏａｄ Ａｄａｐｔｅｒの略。衛星とロケットとを切り離す装置。 

 

ＰＳＳ 衛星搭載アダプタ。ＰａｙＬｏａｄ Ｓｕｐｐｏｒｔ Ｓｔｒｕｃｔｕｒｅの略。 

 ＰＬＡと第２段機体を結合するアダプタ。 

 

ＰＳＴ 射座点検棟。Ｐａｄ Ｓｅｒｖｉｃｅ Ｔｏｗｅｒの略。 

Ｈ－IIロケット時代の設備。射座上に置かれたロケットの点検、衛星の搭載、点検等を行

う設備。 

 

ＲＣＣ  総合指令棟。Ｒａｎｇｅ Ｃｏｎｔｒｏｌ Ｃｅｎｔｅｒの略。種子島におけるロケット

および人工衛星の発射前作業、地上安全、発射および追尾等のすべての作業について指令

管制を行うと共に、島内の各レーダ、テレメータステーションおよびダウンレンジ追跡所

間の連絡調整の中枢となり、発射作業全般の円滑な進行を行うところである。 

 

ＲＣＳ 姿勢制御装置。Ｒｅａｃｔｉｏｎ Ｃｏｎｔｒｏｌ Ｓｙｓｔｅｍの略。Ｈ－IIＡでは第

２段のガスジェット装置を指す。 

 

ＲＣＯ  射場管制官。Ｒａｎｇｅ Ｃｏｎｔｒｏｌ Ｏｆｆｉｃｅｒの略。ロケット打上げにおい

ては、ロケット追尾、飛行安全管制を実施するためにレーダ、テレメータあるいは通信等

多くの射場系設備が利用される。これらの設備、運用者を指揮統括する。 

 

ＲＦ 電波。Ｒａｄｉｏ Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙの略。 

 

ＲＧ－ＰＫＧ レートジャイロパッケージ。 Ｒａｔｅ Ｇｙｒｏ Ｐａｃｋａｇｅの略。 

 レートジャイロは、姿勢角速度を検出するための慣性センサー。 

ＲＨ 相対湿度。Ｒｅｌａｔｉｖｅ Ｈｕｍｉｄｉｔｙの略。 

 

ＲＪ－１ アールジェイワン。ロケット燃料。ＲａｍＪｅｔ ｆｕｅｌ ｇｒａｄｅ １の略。 
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ＲＳＣ 株式会社ロケットシステム。Ｒｏｃｋｅｔ Ｓｙｓｔｅｍ Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎの略。 

 

ＲＴ レーダトランスポンダ。Ｒａｄａｒ Ｔｒａｎｓｐｏｎｄｅｒの略。 

 

Ｓ／Ｃ 衛星。ＳｐａｃｅＣｒａｆｔ。 

 

Ｓ／Ｔ 分離衝撃試験。Ｓｈｏｃｋ Ｔｅｓｔ。ロケットとの分離時に衛星が受けると予想される 

 衝撃に衛星が耐え、また、その環境下において誤動作がないことを確認するための試験。 

 

ＳＢＢ 固体ロケット試験棟。Ｓｏｌｉｄ Ｂｏｏｓｔｅｒ ａｓｓｅｍｂｌｙ 

 Ｂｕｉｌｄｉｎｇの略。固体補助ロケット、固体モータおよび各種火工品の点検や整備 

 作業を行う建物。 

 

ＳＤＢ シーケンスデストリビューションボックス。 

 Ｓｅｑｕｅｎｃｅ Ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｉｏｎ Ｂｏｘの略。搭載計算機からの各種 

 シーケンス信号を対応する機器に分配する。 

 

ＳＥＣＯ 第２段エンジン燃焼停止のこと。Ｓｅｃｏｎｄ Ｅｎｇｉｎｅ Ｃｕｔ Ｏｆｆの略。 

 Ｈ－IIＡロケット第２段エンジンであるＬＥ－５Ｂは、２回目、３回目のエンジン点火、 

 燃焼終了ができる。 

 

ＳＥＩＧ 第２段エンジン燃焼開始のこと。Ｓｅｃｏｎｄ Ｅｎｇｉｎｅ ＩＧｎｉｔｉｏｎの略。 

 

ＳＥＬＥＮＥ セレーネ。ＳＥＬｅｎｏｌｏｇｉｃａｌ ａｎｄ ＥＮｇｉｎｅｅｒｉｎｇ 

 Ｅｘｐｌｏｒｅｒの略。月の周回軌道に入り、詳細な地形データと元素の分布状況などを

観測する。種子島宇宙センターからＨ－IIＡロケットにより打上げられる予定。 

 

ＳＦＡ 衛星フェアリング組立棟。 

 Ｓｐａｃｅｃｒａｆｔ ａｎｄ Ｆａｉｒｉｎｇ Ａｓｓｅｍｂｌｙ Ｂｕｉｌｄｉｎｇ 

 の略。 

 

ＳＦＡ２ 第２衛星フェアリング組立棟。 

 

ＳＨＦ マイクロ波。Ｓｕｐｅｒ Ｈｉｇｈ Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙの略。 

 

ＳＲＢ 固体ロケットブースタ。Ｓｏｌｉｄ Ｒｏｃｋｅｔ Ｂｏｏｓｔｅｒの略。 

 固体ロケットブースタを参照。 

 

ＳＲＢ－Ａ Ｈ－ⅡＡの固体ロケットブースタ。固体ロケットブースタを参照。 

 

ＳＲＢ－Ａ改良型 Ｈ－ⅡＡロケット６号機打上失敗の原因究明作業および再点検活動により、ＳＲＢ－Ａノ

ズル等に対する対策検討が行われ、設計変更されたもの。 

 

ＳＳＢ 固体補助ロケットブースタ。Ｓｏｌｉｄ Ｓｔｒａｐ－ｏｎ Ｂｏｏｓｔｅｒの略。 

 固体補助ロケットブースタを参照。 

 

ＳＳＯ 太陽同期軌道。Ｓｕｎ－Ｓｙｎｃｈｒｏｎｏｕｓ Ｏｒｂｉｔの略。 
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ＳＳ／Ｌ スペース・システムズ／ロラル社。Ｓｐａｃｅ Ｓｙｓｔｅｍｓ／Ｌｏｒａｌの略。 

 

ＳＴＡ１ 第１衛星組立棟。Ｎｏ．１ Ｓｐａｃｅｃｒａｆｔ Ｔｅｓｔ ａｎｄ 

 Ａｓｓｅｍｂｌｙ Ｂｕｉｌｄｉｎｇの略。 

 

ＳＴＡ２ 第２衛星組立棟。 

 

ＳＴＢ スピン試験棟。Ｓｐｉｎ Ｔｅｓｔ Ｂｕｉｌｄｉｎｇの略。 

 

ＳＵＳ ステンレス鋼。Ｓｔａｉｎｌｅｓｓ Ｓｔｅｅｌの略。 

 

Ｔ．Ｂ．Ｄ． 未定義。Ｔｏ Ｂｅ Ｄｅｔｅｒｍｉｎｅｄの略。 

 

ＴＨ ターミナル棟。Ｔｅｒｍｉｎａｌ Ｈｏｕｓｅの略。 

 

ＴＮＳＣ 種子島宇宙センター。Ｔａｎｅｇａｓｈｉｍａ Ｓｐａｃｅ Ｃｅｎｔｅｒの略。 

 

ＴＲ－Ｉ ＮＡＳＤＡが開発した全長約１４ｍ、直径約１ｍの固体ロケットで、Ｈ－IIロケット開発 

 のために使用した。 

 

ＴＲ－ＩＡ ＴＲ－Ｉを改造したロケットで、宇宙ステーション時代の本格的な宇宙環境利用に備え 

 るための無重力実験に供した。 

 

ＴＲＭＭ 熱帯降雨観測衛星。Ｔｒｏｐｉｃａｌ Ｒａｉｎｆａｌｌ Ｍｅａｓｕｒｉｎｇ 

 Ｍｉｓｓｉｏｎの略。Ｈ－IIロケット６号機で打上げられた。砂漠化等の地球規模環境 

 変化のしくみを把握するため、特に熱帯地方の降雨量を観測する。 

 

ＴＳ テストスタンド。Ｔｅｓｔ Ｓｔａｎｄの略。 

 

ＴＳＡ 小型衛星燃料充填棟。Ｔｈｉｒｄ ｓｔａｇｅ ａｎｄ Ｓｐａｃｅｃｒａｆｔ 

 Ａｓｓｅｍｂｌｙ Ｂｕｉｌｄｉｎｇの略。  

 
ＴＴ－５００Ａ ＮＡＳＤＡが開発した全長約１０ｍ、直径５０ｃｍの２段式固体ロケットで、ロケ 

 ット追尾訓練および無重力状態を利用した実験に使用した。 

 

ＴＶＣ 推力方向制御。Ｔｈｒｕｓｔ Ｖｅｃｔｏｒ Ｃｏｎｔｒｏｌの略。 

 固体ロケットの場合に適用。 

 

Ｕ／Ｐ アンビリカルコネクタ引き抜き試験。Ｕｍｂｉｌｉｃａｌ ｃｏｎｅｃｔｏｒ 

Ｐｕｌｌ ｔｅｓｔの略。空調、電力等をロケット、衛星に供給していたアンビリカルラ

インは、打上げ直後にロケットから引き抜かれる。この引き抜きに問題がないか確認する

試験。 

 

ＵＨＦ 極超短波、ただし、周波数３００ＭＨｚ～３ＧＨｚ。 

 Ｕｌｔｒａ Ｈｉｇｈ Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙの略。 

 

ＵＨＦ－ＴＸ ＵＨＦ送信機。ＵＨＦ Ｔｒａｎｓｍｉｔｔｅｒの略。 
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ＵＭＣ アンビリカルコントローラ。ＵＭｂｉｌｉｃａｌ Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒの略。 

 

ＶＡＢ 大型ロケット組立棟。Ｖｅｈｉｃｌｅ Ａｓｓｅｍｂｌｙ Ｂｕｉｌｄｉｎｇの略。 

 

ＶＨＦ  極超短波、ただし周波数３０ＭＨｚ～３ＧＨｚ。 

 Ｖｅｒｙ Ｈｉｇｈ Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙの略。 

 

ＷＩＮＤＳ 超高速インターネット衛星。 

 Ｗｉｄｅ ｂａｎｄ ＩＮｔｅｒｎｅｔ ｗｏｒｋｉｎｇ ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ 

 ｔｅｓｔ ａｎｄ Ｄｅｍｏｎｓｔｒａｔｉｏｎ Ｓａｔｅｌｌｉｔｅの略。 

インターネット時代の社会インフラを目指して大容量の情報を、より速く交換伝送するこ

とを目指した静止衛星。種子島宇宙センターからＨ－IIＡロケットにより打上げられる予

定。 

 

ＷＤＦ 廃水処理場。Ｗａｔｅｒ Ｄｉｓｐｏｓａｌ Ｆａｃｉｌｉｔｙの略。 

 

ＷＥＯＳ  Ｗｈａｌｅ Ｅｃｏｌｏｇｙ Ｏｂｓｅｒｖａｔｉｏｎ Ｓａｔｅｌｌｉｔｅ Ｓｙｓｔ

ｅｍの略。愛称、観太くん。千葉工業大学が開発・製造。鯨に取り付けたプローブ（観測

器）が発信するデータを地上管制局に中継する衛星。２００２年１２月１４日にＨ－IIＡ

ロケット４号機にて、ピギーバックペイロード（副小型衛星）として、ＡＤＥＯＳ－Ⅱ打

上げ時に生じる余剰能力を利用して打上げられた。得られたデータは鯨の潜水深度や生息

域の海水温度、回避パターンなどの調査に使用される。 

 

Ｘ時刻 打上げ予定時刻（時分秒）。「Ｘ±」で打上げ予定時刻に対する時刻を表す。 

 

Ｙ 打上げ予定日。「Ｙ±」で打上げ予定日に対する日にちを表す。 

 

μＬａｂＳａｔ  ＮＡＳＤＡが研究開発の一環として製造した約５０ｋｇ（約７０ｃｍｘ約５０ｃｍ）の小

型衛星で、２００２年１２月１４日にＨ－IIＡロケット４号機にて、ピギーバックペイロ

ード（副小型衛星）として、ＡＤＥＯＳ－Ⅱ打上げ時に生じる余剰能力を利用して打上げ

られた。搭載コンピュータや小型衛星向け三軸姿勢制御機構などの新技術を軌道上で実証

するための衛星。 

 

ω 近地点引数。 

 

Ω 昇交点赤経。 

 

アーミング 火工品の安全装置の解除または発射整備作業おいて火工品に通電可能な状態にする 

 ことをいう。例えば、ＳＲＢは本体から分離火薬ボルトで切り離されるが、打上げ前は 

アーミングしていないため、分離信号を送出しても分離しない。 

アーミングすることで、分離信号を送出されると通電され火薬機構が動作し、 

ＳＲＢが本体から切り離されることになる。 

アクチュエータ 動力を発生する機械要素を一般にアクチュエータという。モータのような汎用動力源を組

み合わせて、特定の動作を行えるようにしたものを、このように呼ぶことが多い。 

 Ｈ－IIＡの場合、ジンバル支持したロケットエンジンの向きを変えるために、伸縮するア

クチュエータを使っている。 
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アビオニクス ロケットに搭載した電子機器全般をいう。本来は航空機搭載電子機器のこと。 

 ロケットの位置と姿勢の計測と制御等を行う。 

 

アポジエンジン 静止衛星打上げの場合、Ｈ－IIＡロケットでは２段エンジンの燃焼で長楕円軌道（静止ト

ランスファー軌道）に衛星を投入後、衛星を静止化するために、さらに半径約３６０００

Ｋｍの円軌道（正確には円に近い楕円）に投入するが、その静止トランスファー軌道から

円軌道に軌道を変更するときに使用するエンジン。 

 

アンビリカル・コネクター ロケットおよび衛星と地上支援装置を結合するためのコネクタであり、ロケット発射時に

離脱する。 

 

アンビリカル塔 発射の直前までロケットに接続される電力ケーブル、制御系ケーブル、空調ダクト、高圧

ガスホースなどを支持するため、発射台に据え付けられた塔。 

 

アンビリカルライン 発射の直前までロケットに接続される電力ケーブル、制御系ケーブル、空調ダクト、高圧

ガスホースなど。 

 

インデューサ ＬＥ－７Ａエンジン等のターボポンプにおいて、ポンプ羽根車の最前方位置にあるスクリ

ュー状の吸い込み羽根。 

 

宇宙科学技術館 宇宙開発に関する理解を深めるため、宇宙と人類の関わり、ロケットおよび人工衛星の仕

組みが理解できるよう実物・模型等がわかりやすく展示されている。 

  種子島宇宙センターにある。 
 
エアロゾル 大気中に浮遊する微粒子の総称。地球温暖化予測の不確定要因のひとつにあげられている。

エアロゾルは太陽光を遮って大気を冷やしたり、逆に太陽光を吸収して大気を暖めたりと、

気象や気候に対してさまざまな影響を及ぼすことがわかっている。 

 

衛星搭載アダプタ Ｈ－IIＡロケットで衛星搭載部を第２段のシリンダ前方スカート部へ結合するアダプタ。 

 本アダプタにより、Ｈ－IIＡではフェアリング組付け後の衛星およびフェアリングを完全 

 一体構造として取り扱うことができるようになり、射場内での輸送やロケットへの搭載 

 作業が簡素化された。 

 

衛星フェアリング 打上げ時の空気による荷重および熱等の厳しい環境から衛星を保護するために、 

 ロケットの先端部に取り付けるもの。通常、保護の必要がなくなった段階で機体から 

 分離投棄される。 

 

衛星フェアリング組立棟 衛星への火工品の取りつけ、推進薬の充填および衛星と衛星を飛行中の熱等から保護する

フェアリングを結合する等の衛星整備作業を行う設備。 

 

液体エンジン試験場 Ｈ－IIＡロケット１段エンジン（ＬＥ－７Ａ）の燃焼試験を行うところ。 

 

液体ロケットブースタ ロケットの推進を補助する液体ロケット。Ｈ－IIＡの場合、４トン級静止衛星を打上げる

等打上能力を大幅に向上させる目的で使用する。 

 大きさは、第１段とほぼ同じ大きさで、ＬＥ－７Ａエンジンを２基搭載する。 

 

遠地点 地球を回る軌道上で地球の質量中心から最も遠い点。 
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大型ロケット組立棟 Ｈ－IIＡロケットの組立、点検、整備および衛星のロケット搭載を行う設備。 

 Ｈ－IIＡロケット２機同時組立が可能。打上げ当日まで、ロケットはここで待機する。 

 

大型ロケット発射管制棟 ブロックハウスとも呼ばれ、Ｈ－IIＡロケット整備作業の進行管理を行うとともに、 

ロケットへの推進薬の充填、機器の点検などの遠隔操作、発射指令を行う半地下耐爆構造

の建物。 

 

大型ロケット発射場 Ｈ－IIロケットの打上げが行われてきたが、現在はＨ－IIＡロケット打上げ用に整備。 

 

大崎データ受信局 ロケットから送られてくる加速度、圧力、温度等のテレメータデータを受信し、 

 総合指令棟へ伝送する。 

 

大崎発電所 種子島宇宙センターの各施設設備に安定した電力を供給する施設。 

 １０,４００ＫＷの発電供給能力を有する。 

 

音響環境 人工衛星が、打上げ中に、ロケットが発する音や飛行中に受ける空気層の振動音にさらさ

れる環境のこと。 

 

回帰日数  衛星が同一観測点上空に戻ってくるまでに要する日数。 

 

海上監視レーダ 漁船、船舶が警戒区域内にないことを確認するために、ロケット打上げ時の射場近傍海上 

 を 監視するレーダ。 

 

カウントダウン ロケット打上げ直前の秒読みあるいは、打上げ整備作業の最終段階における数日間の作業 

 の総称。 

 

ガスジェット装置 ガスまたは化学反応によって得られるガスの噴流の反力を推力として利用するエンジン。 

 

ガスジェネレータサイクル ターボポンプを駆動するために少量の推進薬を使用して燃焼ガスを生成する方式。 

 駆動後、ガスは捨てられる。２段燃焼サイクルよりこの点で効率が悪い。 

 

慣性センサユニット ロケット飛行中の位置、姿勢速度を決定するために必要な情報を検知するジャイロ（角度

変化等の検知）、加速度計などのセンサで構成された装置。 

 

慣性飛行 ロケットが推力なしで飛行すること。 

 

慣性誘導 飛行中に、ロケットが自らの姿勢と加速度を検知し、予定された飛行経路を正しく進むよ

うに自動修正を行うこと。 

 

慣性誘導装置 管制誘導を行うために必要な、ジャイロ、加速度計等のセンサおよびその情報からロケッ

トの位置、速度、姿勢を計算、軌道の修正を行うための機器。 

技術試験衛星Ⅷ型 我が国最大の静止衛星（重量３トン）。大型アンテナを２基搭載し、日本のどこからでも携

帯電話やコンピュータ通信ができるようにするための技術の実証、および将来型ナビゲー

ション衛星に向けた実験を行う。 

 

技術テレメータ ＪＡＸＡが自主技術によりロケットを開発していくために、あるいは開発後の評価のため

に、ロケット飛行中に取得する飛行環境等のデータ。 
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軌道傾斜角 人工衛星の軌道面と地球の赤道面とのなす角。人工衛星が南から北へ赤道を通過する点 

（昇交点という）から地球中心方向を見て、赤道面から反時計まわりに軌道面まで測った角

度。 

 

軌道長半径 衛星が周回しながら描く楕円の長径の半分。 

 

軌道投入 アポジモータやロケット最終段の推力を利用して、人工衛星等を所定の軌道にのせる 

 こと。 

 

きぼう 宇宙ステーションにおける日本実験棟（ＪＥＭ）の愛称。 

 

基本テレメータ ロケットから地上に送信されるテレメータ情報には基本テレメータ情報と技術テレメータ

情報がある。基本テレメータは、飛行中のロケットの各機器の状態（温度、姿勢、加速度

等）がわかるような基本的な情報で構成されている。 

 

キャビテーション 液体中で羽根車を回すと羽根の周囲の圧力が下がり液体が気化して気泡が発生する現象。 

 

極軌道 北極、南極の上空付近を回る、軌道傾斜角が９０度、もしくはこれに近い軌道をいう。衛

星が軌道を周回している間、地球が自転するため、北極、南極を含め数日後には地球全体

をカバーすることができる。そのため、全地球の観測に適しており、多くの地球観測衛星

は極軌道あるいは極軌道に近い軌道に投入される。 

 

局所エロージョン エロージョンは流体中の粒子によって材料が損傷される現象。Ｈ-ⅡＡ６号機打上げ失敗の

原因は、ＳＲＢ－Ａ のノズル内部のＣＦＲＰ製断熱材において発生した局所エロージョン
が加速的に進行し、想定を超えた減肉現象が起きたことによる可能性が高く、対策が施さ

れた。 

 

空力加熱 飛行中に、ロケットと空気との摩擦で発生する熱。 

 

クリーン度 人工衛星に搭載されている機器には、非常に小さなチリでも不具合の原因となるものがあ

るため、地上での整備作業では、清浄度の非常に高い環境が要求される。 

 この清浄度をクリーン度という。 

 

クリスマスダウンレンジ局 静止衛星の打上げに使用され、小笠原局追尾終了後の機体の状況等テレメトリ情報を取得

する。北緯約２度、西経約１５７度に位置する。 

 

光学観測設備 竹崎、広田および門倉に計３カ所設置され、光学機器でロケット打上げ初期追尾および映

像取得を行う設備。 

 

降交点通過地方時  衛星が北半球から南半球へ飛行するときに赤道上を通過するが、その通過直下点を降交点

という。衛星が降交点を通過した時の地方時。 

高速再突入飛行実験 宇宙科学研究所とＮＡＳＤＡの共同開発。将来の月および惑星からのサンプルリターン等

のミッションで必要となる、高速再突入カプセル開発に必要なデータを取得することを目

的とする。Ｈ－IIＡロケットによりいったん静止トランスファー軌道に投入され、その後

その軌道を離脱し、地球に高速再突入し、再突入中の種々のデータを取得する。 

 

小型衛星燃料充填棟 小型衛星の姿勢制御用スラスターの推進薬や高圧ガスを充填する設備。 
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小型ロケット発射管制棟 ＴＴ－５００Ａ、ＴＲ－Ｉ等小型ロケットの整備作業、発射指揮等を行った建物。 

 

小型ロケット発射場       種子島宇宙センターの南東端に位置し、ＴＴ－５００Ａ、ＴＲ－Ｉ等小型ロケットの打上げ 

  に使われた。 

 

極低温試験 打上げ前に極低温のロケットの液体推進薬を注入し、ロケットと地上設備の機能性能を確

認する各種試験。打上隊員の訓練もかねた総合リハーサル。 

 

極低温ヘリウム気蓄器 Ｈ－IIＡ第２段水素タンク内に配置されるヘリウム気蓄器。ヘリウムガスを液体水素温度

 まで冷却して搭載し、液体酸素タンク内に設置した熱交換機で加温し、第２段酸素タンク 

 の加圧ガスとして使用する。 

 

固体補助ロケットブースタ Ｈ－IIＡで使用する小型の固体燃料を使う補助推進用のブースタ。ＳＳＢは２本もしくは

４本追加することが可能。 

 

固体ロケット試験場 固体ロケットブースタの地上燃焼試験を行うところ。 

 

固体ロケットブースタ 固体燃料を使う推進用のロケットで、打上げ初期の加速に用いられる。Ｈ－IIＡの場合、

ＳＲＢ－Ａと呼ばれるブースタを２基装着する。 

 

再々着火実験 Ｈ－IIＡロケットは、多様なミッションに適用可能なよう、２段エンジンの第２回（再着 

 火）、第３回（再々着火）燃焼を行うことができる。この再々着火のための基礎データを取 

 得するための実験。 

 

サーボバルブ 電気制御信号を流体圧力に変換するバルブ、Ｈ－IIＡでは第１段エンジンのジンバリング 

 制御に、油圧アクチュエータが使用されており、制御電気信号を油圧圧力に変換する油圧 

 サーボバルブが使用されている。 

 

三軸姿勢制御方式  ＡＤＥＯＳ－IIで採用している姿勢制御方式。３軸姿勢制御とは、人工衛星に固定された

直交３軸（ピッチ軸、ヨー軸、ロール軸という）の指向方向を制御すること。ロール軸ま

わりに回転して姿勢を安定させるスピン衛星に比べ、一般により高度な姿勢制御となる。 

 

常温ヘリウム気蓄器 Ｈ－IIＡロケット１段、２段おのおのに搭載され、ニューマチックバルブの駆動に利用さ

れる。 

 

シール類 配管の接続部等に接続箇所からの漏洩を防ぐために使用するもので、通常リング状の 

 形状。金属、ゴム等各種材質があり、使用部位の特性（温度、圧力、流体等）に応じて 

 使い分ける。 

 

姿勢制御 ロケットを飛行中に所望の姿勢に制御すること。 

自動シーケンス コンピュータ等を使用した一連の操作シーケンスの自動実行。Ｈ－IIＡロケットでは、 

打上げ２７０秒前から、推進薬最終充填、タンク加圧、第１段エンジン点火一連の操作が、

地上系コンピュータによる自動制御で実行される。 

 

シングルイベント シングルイベントアップセット（ＳＥＵ）とも言う。宇宙からの放射線により、ビット 
（例えばロケットや衛星に搭載のメモリ内のビット）が反転すること。結果、データやプ

ログラムが破壊される。 
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ジンバリング 一般に液体ロケットは、エンジンをジンバルで支えて噴射方向を変えることで姿勢を制御

する。噴射方向を変えることをジンバリングという。なお、固体ロケットブースタＳＲＢ

－Ａもジンバリングを行う。 

 

ジンバル 二つの回転軸を持ち、前後左右に自由に方向を変えることができる機械機構のこと。 

 

推進薬 ロケットの「燃料」のこと。 

 

推力 ロケットが噴射によって発生する力のこと。 

 

スピンアップ安定方式 コマが早く回転することで姿勢が安定するように、衛星も衛星自体がコマのように回って

姿勢を安定させる方式。 

 

スラストストラット Ｈ－IIＡロケットでＳＲＢ－Ａ（固体ロケットブースタ）の推力をコア機体へ伝達するた

めのストラット（支持棒）。 ＳＲＢ－Ａ前方アダプタに入る推力を２本のスラストストラ

ットで第１段機体底部へ伝達する。 

 

スロートインサート 固体ロケットブースタのスロート部の耐熱部材。ＳＲＢ－Ａの場合は３Ｄ Ｃ／Ｃ材が使用

されている。 

 

性能確認用ペイロード Ｈ－IIＡロケットペイロード環境の評価、打上げ軌道投入精度の評価を行う。 

 

整流ベーン 配管内等の流れを整えるために（配管内に）設置される整流板。Ｈ－IIのＬＥ－７エンジ

ンでは、ポンプ入口配管内に整流ベーンが設置されていたが、ＬＥ－７Ａエンジンではエ

ンジン艤装が変更され整流ベーンは使用されていない。 

 

セグメント 固体ロケットモータが複数個の部分（モータケースおよび推進薬）に分割される場合に、

その各部分をさす。 

 

総合指令棟 ロケット打上作業を中心となって指揮する所。全ての情報はここに集められ、整備作業、

地上安全、発射および追尾等の打上げに関するあらゆる決定がここで行われる。 

 

太陽同期準回帰軌道 極軌道では、軌道面（軌道が乗っている仮想的な平面）と太陽の方向がなす角度は少しず

つ変化していく。このことを利用して、衛星を適当な軌道傾斜角と高度に打上げると、地

球上のどの地点でも衛星が同じ時刻に上空を飛ぶようにすることができる。さらに、何日

かの間隔をおいて衛星が同じ地点の上空に戻ってくるようにすることもできる。すなわち、

同じ地点を同じ間隔で規則正しく観測可能となる。このような軌道を太陽同期準回帰軌道

という。なお、ＡＤＥＯＳ－Ⅱは４日ごとに、平成１６年度に打上げ予定のＡＬＯＳ（陸

域観測技術衛星）は４５日で同一地点の上空に戻ってくる軌道となっている。 

 

ターボポンプ 推進薬を燃焼室に圧送するためのポンプ。 

 

第１衛星組立棟 重さ５００Ｋｇ以下の小型衛星の組立、整備、各種試験が行われる。 

 気象衛星ひまわり５号等がかつてここで整備された。 

 

第１射点 Ｈ－IIＡ標準型ロケットの打上げ点。 

 

第２衛星組立棟 静止２トン級大型衛星の組立・点検・各種試験を行う。２機同時に整備が可能。 
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第２衛星フェアリング組立棟 衛星の組立・点検・各種試験から推進薬充填作業、フェアリングへの収納までの一連の作

業を実施する設備。 

 

第２射点 Ｈ－IIＡ標準型ロケットおよび増強型ロケットを打上げる場所。 

 

ダウンレンジ追跡所 ロケットの飛行情報を得るために、種子島よりロケット飛行方向遠方に設置される 

 レーダ、テレメータ、コマンドまたはこれらの一部の機能を有するところ。 

 

舵角 機体の中心軸とノズル中心軸のなす角度。 

 

竹崎展望台 ロケット打上げ時には、報道機関の取材所となる。記者会見室等も装備している。 

 

タンク減圧 タンク圧力を減少させること。 

 

タンクドーム ロケット推進薬タンク等の、前方および後方の半球または半楕円体部分。 

 

炭素系複合材 複合材の一般的特性である軽量高強度に加え、炭素繊維を用いて耐熱性を向上させた複合

材。 

 

炭素繊維強化プラスチック アクリル繊維等を炭化させた高強度または高弾性の炭素繊維を強化材として用いた強化 

 プラスチック。 

 

地上安全 ロケット整備作業における危険作業の監視、指導および打上げ時の警戒区域の監視等安全

に関わる総指揮を行うこと。 

 

中型ロケット組立棟 Ｎ－Ｉ、Ｎ－II、Ｈ－ＩおよびＪ－Ｉロケット打上げに使われた。高さ６７ｍ、重さ２７

００トンの移動式で、ロケットの組立、整備、点検等を行う。 

 

中型ロケット発射管制棟 中型ロケット打上射点から１７０ｍ離れた位置にあり、組立棟でのロケットの組立、整備、

点検等の指揮、監視を行う。 

 

中型ロケット発射場 中型ロケット組立棟をはじめ、発射台や発射管制棟がある。 

 

注排弁 推進薬およびガス類をタンクに注入またはタンクから排出するための注入排出兼用弁。 

 

月周回衛星 宇宙科学研究所と共同で開発する大型月探査機。月の詳細な地形データと元素の分布状況

等を観測する。種子島宇宙センターからＨ－IIＡロケットにより打上げられる予定。 

 

テレメータ送信機 ロケットに搭載され、ロケットの動作、環境データ（加速度、振動、姿勢、燃焼圧など）

を地上局に送る送信機。 

 

電波リンク 地上に設置されたレーダ局、テレメータ局、コマンド局とロケットが互いに電波を受信、

送信すること。 

 

トータルドーズ 被爆量積算値のこと。 
 

ドーリー Ｈ－IIＡロケット移動発射台（ＭＬ）を大型ロケット組立棟から射点まで運ぶ運搬車。 
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トラス構造 桁構造。三角形に組み合わせた支柱を基本要素とする構造。 

 

トランスファー軌道 衛星を目的軌道（静止衛星の場合は、静止軌道）に投入する前に、効率の点から、いった

ん目的軌道とは異なる軌道に投入させることがある。衛星が最終軌道に投入される前の軌

道 （トランスファー・・移動あるいは遷移）をトランスファー軌道という。 

 

二段燃焼サイクル Ｈ－IIＡロケット１段主エンジンＬＥ－７Ａで採用している燃焼方式。 

 二段燃焼サイクルでは、水素に最初は少量の酸素を混ぜてプリバーナで不完全燃焼させ 

（１段階目）、その燃焼ガスのエネルギーでターボポンプを駆動、次いで、十分な酸素を加

えて主燃焼室で燃やし（２段階目）、ノズルから噴出する。このようにすることで推進薬の

全量が推力発生のために使えるようになり、エンジンの性能が向上する。 

 

ニューテーションダンピング 衛星の回転軸の揺れを抑える（減衰させる）操作。 
 

熱交換機器 エンジンの燃焼ガス等の熱源を利用して、低温流体等を加温する装置。Ｈ－IIＡでは、第

１段エンジンにプリバーナ燃焼ガスを利用して、液体酸素をガス化し第１段酸素タンク加

圧用ガスとして使用するための熱交換器が組み込まれている。 

 

熱電池 内部発熱材に点火し、発生熱で内部固体電解質を溶融させて液状とし、電力を発生する電

池。短時間に大電力を供給する特性に優れる。Ｈ－IIＡではＳＲＢ－Ａの可動ノズルを駆

動する電動アクチュエータの電力源として熱電池が搭載されている。 

 

ノーズキャップ ロケット先端部または衛星フェアリングの先端部の円錐状構造部。ノーズコーンとも 

 いう。 

 

ノータム 航空管制当局が航空運行者に対して発行する情報で、ロケット打上げ等から航空機の安全

を図る目的で発行される。ＮＯＴｉｃｅ ｔｏ ＡｉｒＭｅｎ。 

 

ノズル エンジン部燃焼室から出た高温高圧ガスを超音速流に膨張させ、ガスの熱エネルギーを速

度エネルギーに変換して推力を発生させる部分。 

 

ノッチボルト 切り込み等を入れ、一定の加重がかかるとそこから切れるように加工されたボルト。 

 

パーキング軌道 人工衛星は、例えば静止衛星の場合、静止化までにいくつかの軌道に投入される。 

Ｈ－IIＡロケットの場合、２段エンジン第１回目の燃焼終了時点で衛星は円軌道に投入さ

れ、その後、２段エンジンを再着火させ、衛星は長楕円軌道（静止トランスファー軌道）

に投入される。このような円軌道、すなわち衛星が一時期滞在する軌道をパーキング軌道

という。 

バス系機器  衛星に搭載されるミッション機器に電源を供給し、地上と交信を行うなどの、衛星の基本
的な機能を有する構成要素（機器）。 

 
バンアレン帯 バンアレン氏が発見したもので、地球の周りドーナツ状にとりまく陽子、電子の帯。 
 

フォールトトレランス 個々の部品に故障が発生してもシステム全体としては正常な稼働状態を保つようにする技

術。宇宙においては、いったん故障が起こるとそれを修理することはほぼ不可能なので、

とりわけこの技術は非常に重要。 
 

発射管制 カウントダウン時の射点系作業の進行管理を行うこと。 
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飛行安全 ロケットからの投棄物（燃焼終了後のＳＲＢ－Ａ、切り離し後の１段タンク等）あるいは

ロケットの異常飛行から地上の安全を守ること。 

 

飛行解析 特定のミッション（人工衛星の軌道投入等）について、飛行経路の設定等、ロケットの飛

行に関する一連の解析作業の総称。 

 

飛行経路 ロケットの打上げから、ロケットとしての目的を完遂（人工衛星の軌道投入など）するま

での間にロケットが飛行する軌跡。 

 

飛行シーケンス 飛行計画の中で予め定められた一連のイベントシーケンス。 

 

比推力 ロケットエンジンの燃費を表す数値。発生推力を消費推進薬重量流量で割ったもので、 

 単位はｍ／ｓ（ＳＩ系）。エンジンノズルから排気される燃焼ガスの排気速度に対応する。 

 

非破壊試験棟 固体ロケットの燃料にひび割れ等がないかをＸ線で検査する設備。 

 非破壊試験とは、試験してもその商品価値が変わらない検査の方法。 

 

ピギーバック打上げ ロケットが大型化すると、主となる衛星を搭載してなお、打上げ能力に余裕ができること

がある。この余った能力で、小型の衛星を打上げるのがピギーバック打上げで、この小型

の衛星をピギーバックペイロード（小型副衛星）という。 

 

ブースタ ブーストとは増幅すること。転じて、ブースタはロケットの補助推進装置のことをいう。

Ｈ－IIＡロケットの場合、ＳＲＢ－Ａ、ＳＳＢがブースタの役目を担う。 

 

フライトロックイン Ｈ－IIＡロケットでは、搭載コンピュータが第１段エンジン点火信号（ＭＥＩＧ）を出し、

エンジン着火完了（ＭＥＬＩ：メインエンジンロックイン）が確認されると、フライトロッ

クイン状態となる。フライトロックイン後、搭載コンピュータは固体ロケットモータ点火、

機体支持機構解除等リフトオフに向けた最終手順を自動実施し、機体はリフトオフする。 

 

プライム制 製造企業が一元的に全体をとりまとめる体制。 

 

ブリーフィング 作業の前に、作業の内容、作業の実施条件等を確認する会議、打ち合わせ。 

 

プリバーナ ＬＥ－７Ａエンジンでは、「２段燃焼サイクル」というエンジンサイクルを採用している。

水素、酸素の主燃焼室における燃焼前に、ターボポンプ駆動のために水素と少量の酸素を 

 燃焼させる。このための燃焼器をプリバーナという。 

 

プルーム加熱 液体ロケットエンジンや固体ロケットモータ等の排気炎（プルーム）からの加熱。 

 

ペイロード ロケットに搭載する「荷物」のこと。多くは人工衛星。 

 

べローズ ジャバラ構造の部品。接続部や配管の途中に組み込まれ、曲げや相対位置変位を吸収 

 する。 

 

ポテンションメータ バルブのシャフト位置や、アクチュエータのピストン位置などを計測するために組み込ま

れた位置検出器。 

 

マヌーバ 姿勢、位置、速度等を現在の状態から所望の状態に制御すること。 
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ミッション系機器 衛星に搭載される機器で、衛星の打上げ目的である各種実験あるいは運用を行う構成要素

（機器）。 
 

民間移管 公的機関が保有する技術、ノウハウを民間企業へ移転すること。 

 

メインエンジン ロケット１段に取り付けられる主エンジンのこと。Ｈ－IIＡの場合、ＬＥ－７Ａを指す。 

 

メカニカルシール 回転部分（ターボポンプ内のシャフトなどケース間等）に用いるシールの一種で、スプリ

ング等を用いた機械式シール。 

 

ヨーブレス ＳＲＢ－Ａとコア機体を結合する支持棒のこと。ＳＲＢ－Ａ１本あたり前方および後方に

各２本ずつのヨーブレスが使用される。 

 

横加速度計 機体の横方向加速度を検知するための装置。慣性センサーユニット（ＩＭＵ）の検知信号 

 と組み合わせて、機体の姿勢変化をより正確に計測するために用いられる。 

 

予冷 極低温推進薬を用いるロケットにおいて、予めハードウェアを当該推進薬の温度近くまで 

 冷却する行為。 

 

リフトオフ ロケットのエンジンが点火、燃焼することによりロケットが発射台から離れたこと。 

 

リフトオフシール ＬＥ－７Ａエンジン液体水素ターボポンプ内の部品で、エンジン作動中は開（リフトオ 

 フ）となり、ポンプ側から液体水素の一部をタービン側に流してタービンを冷却する。 

 エンジンが停止すると、リフトオフシールが閉となり当該水素流れを遮断する。本閉機能 

 が不良であると、漏洩した水素がエンジンノズルを通して大気中に流れ出すことになる。 

 

リングレーザジャイロ ジャイロはセンサの一種で、飛行時の姿勢の変化を測定するためにロケットに搭載される。 

リングレーザジャイロは、レーザ光線の干渉を利用して、ロケットの姿勢変化を計測する。 

 

レーダ局 ロケットから送信される電波を受信し、飛行位置データを取得する設備。 

 

レーダトランスポンダ ロケット搭載品。レーダ局が送信してきた電波を受信し、受信電波と異なる周波数の電波

で再送信する機能を有す。 

 

８０ｍ気象塔 大崎射点の西方に建つ気象観測用鉄塔。 

ロケットの打上作業を確実に行うためには正確な気象情報が必要であり、独自の気象観測

データ取得に使用されている。 
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